































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金 融 論 
民　　法 
労務管理 
経 営 学 
管理会計 
英　　語 




経 営 学 
 
金 融 論 
憲　　法 
経営管理 












































































































































































































































































第２章　勤 労 学 生
表１　入学志願者数・入学者数等調べ 
年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者率 
入学者数 






































































































































































































































年度 入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者率 
入学者数 
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経 済 原 論  
外国経営学 
文 献 購 読  
ド イ ツ 語  
商 業 学  
図 学  
商 品 学  
販 売 管 理  
簿 記 概 論  
民法（総則） 
金 融 論  
工 業 政 策  
経 済 統 計  
経 済 学  
工業化学概論 
交 通 論  
経 営 分 析  
数 学  
生 産 管 理  
財 務 管 理  
物 理 学  
英 語  
経営学特殊研究 
経営学総論 
経 済 原 論  
外国経営学 
文 献 購 読  
ド イ ツ 語  
商 業 学  
図 学  
商 品 学  
販 売 管 理  
簿 記 概 論  
民法（債権） 
金 融 論  
工 業 政 策  
経 済 統 計  
文 学  
工業化学概論 
交 通 論  
経 営 分 析  
統 計 学  
生 産 管 理  
財 務 管 理  
化 学  
外国経営学 
文 献 購 読  
演 習  
英 語  
会 計 学  
商法（会社） 
歴 史 学  
労 働 法  
演 習  
法 学  
英 語  
安 全 管 理  
機械工学概論 
労 務 管 理  
管 理 会 計  
英 語  
工業簿記及び 
原 価 計 算  
中小企業論 
電機工学概論 
体 育 講 義  
体 育 実 技  
外国経営学 









安 全 管 理
機械工学概論 
労 務 管 理
管 理 会 計
英 語
工業簿記及び 
原 価 計 算
中小企業論 
電機工学概論 
体 育 実 技
工業簿記及び 


































































































































































35昭34 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 計 



















歴 史 学  
文 学  





社 会 学  
法 学  





数 学  
統 計 学  
物 理 学  













外 国 語 科 目  （必）英　　　　語 
ド イ ツ 語  
⑥ 
４ 
保 健 体 育 科 目  
専 門 教 育 科 目  
（必）講　　　　義 
（必）実　　　　技 
経 済 原 論  
工 業 政 策  
金 融 論  
経 済 統 計  
（必）経 営 学 総 論  
（必）財 務 管 理  
（必）労 務 管 理  
生 産 管 理  
販 売 管 理  
中 小 企 業 論  
商 業 学  
交 通 論  
商 品 学  
会 計 学  
（必）簿 記 概 論  
（必）工業簿記及び原価計算 
管 理 会 計  
経 営 分 析  
民 法  
（ 総 則 ・ 債 権 ）  
（必）商 法（会社） 
労 働 法  
安 全 管 理  
機 械 工 学 概 論  
電 気 工 学 概 論  
工 業 化 学 概 論  
図 学  
外国経営文献購読  








































歴 史 学  
文 学  











社 会 学  
法 学  
経 済 学  
４または２ 
 
経 営 学 総 論  
経 営 学 Ⅰ  
特 殊 講 義  
数 学  
統 計 学  
物 理 学  
化 学  




















外 国 語 科 目  英 語  
ド イ ツ 語  
６ 
４ 
保 健 体 育 科 目  体 育 講 義  
















人 文 科 学  
社 会 科 学  








経 営 管 理 論  
経 営 財 務 論  
経 営 労 務 論  
生 産 管 理 論  
経 営 情 報 論  
商 学 総 論  
経 営 学 Ⅱ  
特 殊 講 義  









商 業 簿 記  
会 計 学 総 論  
管 理 会 計 論  
原 価 計 算 論  
簿 記 会 計 学  
特 殊 講 義  
簿 記  
会 計 学  
経 済 原 論 Ⅰ  
経 済 原 論 Ⅱ  
金 融 論  
経 済 学 Ⅰ  
特 殊 講 義  





経 済 政 策 論  
国 際 経 済 論  
一 般 経 済 史  
経 済 学 Ⅱ  
特 殊 講 義  





民 法  
労 働 法  
商 法  
法 学 特 殊 講 義  








特 殊 講 義  
社 会 学  
特 殊 講 義  
商 業 英 語  
外 国 文 献 購 読  
演 習  
系 列 外  















































































人 文  
社 会  
自 然  
英 語 Ⅰ  





法 学 系  
演 習  




学 系  

































































人 文  
社 会  
自 然  
教養演習 



























































建 設 業  
製 造 業  





公 務  






























































































































































































































































































建 設 業  
（不動産） 
製 造 業  





公 務  
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学科・専攻課程 入学定員 総定員 
経 営 学 科  



























































































































































































区　分 経　済　学　科 所 要 単 位  経　済　学　科 所 要 単 位  経 営 法 学 科  所 要 単 位  
経 済 学 演 習  
経 営 学 演 習  
法 学 演 習  
ミ ク ロ 経 済 学  
マ ク ロ 経 済 学  
政 治 経 済 学  
経 済 学 入 門  























































経 営 学 演 習  
経 済 学 演 習  
法 学 演 習  
８ 
法 学 演 習  
経 済 学 演 習  
経 営 学 演 習  
８ 
合　計 102以上
経 営 学 概 論  
簿 記 原 理  
流 通 総 論  









憲 法  
刑 法  
財 産 法 Ⅰ  




法 学 卒 業 論 文  
























経 済 学 科  








経 済 学 科  
経 営 学 科  
経営法学科 
　　計 
 
 
入学定員
120名  
120名  
60名  
300名  
100名  
昼コース
155名  
120名  
100名  
375名  
 
夜コース
20名　
20名　
20名　
60名　
 
計
175名 
140名 
120名 
435名 
入学者総計2,544名、卒業者2,027名、さらに554名の
聴講生が経営短期大学部に学び、地域社会に巣立っ
ていったのである。
短大教官の在任期間は概して短かった。「腰掛け」
といわれても仕方ない場合もあった。しかし、教官
補充に悩まされることはなかった。母体学部である
経済学部を背景としていたこともあって、教授陣は
安泰であった。逆に経済学部の危機時には、短大教
官が経済学部を支援したほどである。学問としての
経済学の授業には、母体学部同様、「近経」と「マ
ル経」が併存していた。
社会通念として、夜学んだり夜働くことは常道で
はなかった。昼間の４年制大学や短大に行けない学
生が若干いるといわれた。不況の時はまあまあであ
るが、好況の時は不人気であった。それは現在の４
年制（夜間主コース）にも引きずっている。しかし、
熱心な学生は半分以上いたと思う。
夜間に配属された事務官には、同情を感じた。超
越している人もいたが…。
経営短大は、軽くみられ利用された面がなかった
とはいえない。典型的な例は、工学部の五福集中に
かかわって、高岡移転問題が起ったことである。ほ
かに管理運営面（評議会・図書館商議会・学部長会
議等への参加問題）にもあった。
昭和63（1988）年３月10日、富山大学経営短期大
学部は、「富山大学経営短期大学部閉学式・閉学パ
ーティー」を行った。閉学式次第には、（1）開式の
辞、（2）学長式辞、（3）来賓挨拶、（4）感謝状の贈
呈、（５）閉式の辞とあり、引き続き行なわれた閉
学のパーティー次第は、（1）開宴、（2）主事挨拶、
（3）来賓挨拶、（4）乾杯、（5）閉宴であった。
（2）夜間大学
以上のように経営短期大学部はその幕を降ろした
が、経済学部夜間主コースとして発展的に改組され
復活したといえよう。とすれば、以下あえて５年制
夜間大学の経緯を辿り、現行の位置付けを試みよ
う。
全国的趨勢として昭和20（1945）年代から30
（1955）年代にかけて、多くの国公私立の５年制の
夜間大学が設置された。昭和61（1986）年５月現在
で国立13校、公立５校、私立45校、計63校であっ
た。
夜間学部５年制（国立）は、大都市中心に、昭和
22（1947）年設置の神戸経済大学第二部を継承した
神戸大学法学部、経済学部、経営学部各第二課程を
はじめ、昭和25（1950）年には広島大学政経学部第
二部（現在は法学部、経済学部各第二部）、昭和29
（1954）年に大阪教育大学教育学部第二部、昭和34
（1959）年に併設短大から昇格した名古屋工業大学
工学部および九州工業大学工学部第二部、昭和37
（1962）年に横浜国立大学工学部第二部、昭和39
（1964）年に同大学経済学部第二部〔昭和42年から
経営学部に設置を変更〕、同じく昭和39年に併設短
大から昇格した室蘭工業大学工学部第二部、昭和40
（1965）年に併設短大から昇格した大阪外国語大学
外国語学部第二部および、岡山大学法文学部第二部
（現在は法学部、経済学部第二部）の９大学に設置
された。注（2）
平成９（1997）年現在では、夜間課程のある大学
は、国立26校、公立５校、私立53校である。国立の
内訳は、文科系10校、理科系13校、文理科系３校で
あり、公立のそれは文科系４校、文理系１校であり、
また私立は文科系38校、理科系10校、文理科系５校
である。
注（1）『経営短大のあゆみ』５章「回想」のなかに記された。
ほかの教官・事務官ならびに卒業生の「ひと言」を紹介する。
「短大では十分な教育が受けられない。経済学部第二部へ
の転換こそ社会のニーズに添うものであると考え、そのため
の一石を投じる意味で、森田事務長を伴い、短大主事会議の
神戸であったときは広島大学まで、東京であったときは横浜
国立大学まで足を延ばして、二部事情を知っておこうと努め、
その上で文部省に出向き、希望を申し伝えて　よろしく頼ん
だのであった。二部昇格がそのとき実現しなくて残念だった
が、時機尚早なのだとあきらめがついた。」（花井益一）
「土井主事は専任教官用にと、経済学部正面四階を、ごっ
そり各自の研究室に改装され、三階以下の経済学部教官との
昼夜に亘る往来も繁く、運命共同体的研究生活が営まれるよ
う配慮されたし、又研究の成果は経済学部発行の『紀要』や
『北陸経済』等に発表された。このような当初からの親しさ
と、心持よい研究生活は、以後のどの教官にとっても、人生
の楽しい一時期となったと信じている。」（水井謹作）
「昭和50年代に入ると、国立夜間短大の人気は下降線を辿
り入学志願者が減ってきた。その傾向は理工科系から商経法
434
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経営短期大学部
科系へと浸透し現在に至っている。そういった最中の問題で
もあった。短大教授会では、当初短大改革案を考えたが、デ
メリットが多く、後に否定的意見が支配的となった。高岡側
の反応も、短大案に対しては、冷淡のようにみうけられた。」
（山崎佳夫）
「人間や社会や文化などが依然として昏迷や荒廃に低迷し
つつあるなかに、この学部の学生諸君の素直な勉学や熱心な
クラブ活動、教官各位の真摯なる研究や誠意あふれる教育愛、
夜間における事務職員たちの責任感ある執務などの数々が思
い出される…。」（石瀬秀治）
「当時の短大には、年輩の学生が割合多く、中には、30代
後半から40代の者も混っていたものである。実務家から転身
したばかりの私の講義は、日本経済や経済統計の実際的側面
に力点を置いた内容となっていた関係上、社会経験豊富な年
輩の学生ほど強い関心を示してくれたように思われた。」（瀧
好英）
「当時、五福の富大キャンパスは、古色蒼然たる木造校舎
が立ちならび寒心した次第である。（経済学部の研究棟は鉄
筋ではあったが、教室はすべてきゃしゃな木造建）また経営
短大の教育スタッフも、その当時、専任教員は、わずか三人
で、文字通り寺子屋以下で、教授会も主事を含めて四人とい
う超ミニ人員で、全くアットホームの雰囲気であったことを
ハッキリ記憶している。」（泰地靖弘）
「小生の研究にとって、地方大学の静かな環境は好適でし
た。大学院時代の問題意識を持続しつつ基礎的な研究成果を
あげることができました。しかし、専門文献の入手には苦労
しました。積極的な学会参加、内地留学の活用などが、貴重
な刺激となりました。」（長砂実）
「なにしろ、大阪市大院生から大学教員としてデビューす
る第一幕の場面ゆえ、当然以上のことども極めて印象深い。
以来、越中の風土にも結構なじんだように思う。多くの人た
ちとの出会いをえ、なじみも深まり、いまもって御交誼を賜
わること少なからず、正直ありがたい。」（飯田修三）
「高度経済成長後期で学習意欲も高く、企業の了承も比較
的得易いこともあったのでしょう。教室の空気は和やかで、
授業に対する反応も積極的でした。学生諸君は、なにかとよ
く話しかけてきましたし、時間前に研究員室に訪ねてくるこ
ともありました。私たちは教員として講義し、ゼミで指導は
するけれども、先輩あるいは友人のような関係でも居りまし
た。」（藤原壮介）
「諸先輩や関係者諸氏の御協力により大学として機能する
上で最低限の条件は確保されており、研究や教育が自由にで
きる環境は整備されておりました。ただ、残念なことは当時
経済学部の内部で『紛争』があり、経短の教員も好むと好ま
ざるに拘らず、これに巻き込まれる形となり、随分消耗した
ことを記憶しています。」（高橋敏朗）
「想い起こせば10年の長きにわたるのですから、公私とも
ども数限りない思い出があります。しかし、赴任した時の年
令が大学院出たての20代後半でしたから、総じての印象とし
ては、富山ではやや遅ればせの青春を謳歌したなあという感
です。」（岡本眞也）
「教員の平均年令の若さも手伝ってか、多くの先生方がた
んに教える人と教わる人との機能的な関係以上のいきあいを
されていたように思います。もちろん、どの大学の教員もゼ
ミ生とは人間的なつきあいをされるものですが、時として金
魚すくいのような感じを味わうこともまれではありません。
しかし経短では学生諸君のほうからしばしば教員への働きか
けがありました。」（亀田速穂）
「山だけでなく海にも恵まれているので、夏には海辺でキ
ャンプし、ゼミの合宿をしたりしました。大部分の学生は社
会人として組織のなかで訓練されているので、こうした課外
活動の際の段取りは万全で、いつも学生任せでした。」（宮廻
甫充）
「すぐれた研究環境を与えておりましたことを、感謝いた
します。私の担当科目『英語』を卒業に必要なため、否応無
し、やらなければならなかった学生諸兄姉には、ご苦労様で
した。」（藤本正文）
「最初の頃は、学生との年令差もなかった（当時25才）の
で友人のような感じて接していたが、教えることに対する意
欲も高く、難しいテキストを使ってゼミをきちんと運営して
いた。しかし、年ととに学生に迎合するようになり、テキス
トも平易にまた学生を叱ることも少なくなり、茶話会が増え
たように思う。」（下崎千代子）
「経済学部の二階（現経済学部長室の裏に木造二階建があ
った）に、主事室と衝立で仕切って事務室を設定、経済学務
係に同居していた山本、土池両君も引越した。当時の俸給は
六等級四号俸18,100円、勤めて11年目、33才であった。奉書
紙に毛筆で学生諸君あて着任の挨拶状を書いて掲示した。」
（高崎公文）
「近年急速なる科学技術の進展と産業経済の発展、社会生
活の高度化に対応して、…職業教育や、市民的教養を与える
という新たな任務を果たす事が、大学の伝統的使命に加えて
求められて参りました。この様な大学をめぐる諸情勢を踏ま
え当短大の教授会は、この課題に真摯に取り組み昭和59年２
月『昼夜開講制の計画案』を策定し経済学部にご検討方をお
願いいたしました。」（竹岡環）
「経済学部改組の夜間主コース設置…は勤労青年等の教育
体制をさらに発展充実し、社会の中堅的担い手の養成、再教
育体制の充実点に対する特色のある教育の確立となり、経営
短期大学部の廃止というより同短期大学部が母体学部に吸収
され昇格したものと私なりに考える次第です。」（岡山一雄）
「40年代の学生はほとんどが定職に就いており、若輩の私
からみれば人生経験豊かな大先輩でした。疲れた身にムチ打
って寸暇をおしみ勉学に励まれる姿に、窓口の応待にも心を
込めてあたったものです。」（三井進）
「第一回の文化祭を開催することになり、その文化祭に松
村謙三先生をお招きし当時ヨーロッパ経済市場において画期
的なＥＥＣ（欧州経済共同市場）について講演して頂くこと
を提案した私は、早速秘書の安念女史に連絡し先生の日程の
中にこの計画を入れてもらった。後日安念さんから電話があ
り先生の御快諾を頂いた由を聞き歓喜雀躍、正に文化祭に錦
上花を添える結果になった。」（３回卒業高田政公）
「短大が開学されて５、６年しか経過していないのに学生
間では五年制に昇格して欲しいという気運が高まっていた。
学友会活動の一環として、五年制昇格運動を展開する事にな
った。先生方や先輩、在学生が一丸となり各方面に働きかけ
ることから始まる。確か４千数百名の署名運動、或いは地元
国会議員へのお願い廻り、県知事や県議会議長への陳情など
を展開した。」（５回卒業板川清治）
「入学した当時は、学業と仕事を両立させることに少し不
安がありました。けれども、時が経つにつれて不安はなくな
り、むしろ学問が心の支えになったほどです。とにかく、経
営短大での三年間は学業に、そして学友会に、とても忙しか
ったけれども、精いっぱい励んだつもりです。今、自分自身
に点数をつけるならば80点はつけてやりたいと思います。」
（25回卒業、田中康博）
注（2）神戸大学の場合、昭和22年６月19日政令により官立
大学官制が改正され、夜間大学として「神戸経済大学第二部」
が設置され、また不完全ながら第二部専用の図書館が開設さ
れ、授業年限も３カ年、入学資格および卒業後の資格も第一
部のそれと同一とされた。
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